
『
魏
志
」
三
八
○
頃
）
倭
人
伝
に
邪
馬
台
国
に
至
る
ま
で
の
倭
の
諸
国
名
と
し
て
、
対
馬
国
・
一
支
国
・
末
盧
国
・
伊
都
国
・
奴
国
・
不
弥

国
・
投
馬
国
の
名
が
あ
る
。
不
弥
・
投
馬
・
邪
馬
台
が
い
ず
れ
の
地
か
に
つ
い
て
は
諸
説
粉
々
・
甲
論
乙
駁
だ
が
、
は
じ
め
の
五
国
を
対
馬
・

な

壱
岐
・
末
羅
（
松
浦
）
・
伊
観
（
怡
土
）
・
鍵
に
比
定
す
る
こ
と
に
異
論
を
は
さ
む
む
き
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
健
は
那
で
あ
り
、
奴
国
は
博
多
の

地
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
近
郊
の
志
賀
島
か
ら
出
土
し
た
「
漢
委
奴
国
玉
」
の
金
印
は
、
紀
元
五
七
年
に
後
漢
の
光
武
帝
が
倭
奴
国
王
に
与
え

た
印
綬
で
あ
り
（
『
後
漢
書
」
光
武
帝
本
紀
・
東
夷
伝
）
、
当
地
が
奴
国
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

倭
人
伝
に
は
、
対
馬
は
千
余
戸
、
一
支
は
三
千
許
家
、
末
盧
は
四
千
余
戸
、
伊
都
は
千
余
戸
、
こ
れ
に
対
し
、
奴
国
は
二
万
余
戸
あ
っ
た

と
い
う
。
す
な
わ
ち
博
多
は
日
本
開
關
以
来
、
東
ア
ジ
ア
即
世
界
に
対
す
る
比
類
な
き
国
際
都
市
で
あ
り
、
日
本
の
窓
で
あ
り
、
顔
で
あ
っ

た
。
こ
の
立
場
は
、
古
代
、
中
世
を
経
て
、
近
世
初
期
の
鎖
国
体
制
確
立
ま
で
不
動
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
の
日
本
医
史
学
会
総
会
が
博
多
の
地
で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
演
者
は
準
備
委
員
会
よ
り
恭
く
も
特
別
講
演
の
指
名
を
受
け
、

標
記
の
ご
と
き
演
題
を
与
え
ら
れ
た
。
前
述
の
歴
史
を
考
え
る
に
、
博
多
を
窓
口
と
し
た
日
中
医
薬
文
化
交
流
史
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、

特
別
講
演
Ｉ

一

、

緒

言

日
中
医
薬
文
化
交
流
史
ｌ
博
多
を
窓
口
と
し
て

小
曽
戸
洋
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わ
が
国
に
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
・
状
況
で
大
陸
の
医
薬
文
化
が
到
来
し
、
浸
透
し
て
い
っ
た
か
。
こ
れ
は
日
本
史
、
日
本
文
化
の

根
源
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
こ
の
問
に
答
え
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
た
だ
縄
文
文
化
は
さ
て
お
き
、
稲
作
や
青
銅
器
・
鉄
器
を

基
底
と
す
る
弥
生
文
化
は
、
大
陸
文
化
の
強
い
影
響
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
業
・
金
属
器
ほ
か
物
品
製
作
技
術
の
行
わ
れ
た

形
跡
は
、
出
土
品
や
遺
構
に
よ
っ
て
比
較
的
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
医
薬
技
術
の
行
わ
れ
た
形
跡
は
、
少
な
く
と
も
今
日
の

考
古
学
的
手
法
で
は
解
明
し
に
く
い
。
と
は
い
え
、
大
陸
諸
文
化
が
伝
播
す
る
過
程
で
医
薬
文
化
の
み
が
例
外
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
む

し
ろ
不
自
然
で
あ
り
、
弥
生
時
代
、
大
陸
の
医
薬
技
術
は
多
少
な
り
と
も
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

古
墳
時
代
に
入
り
、
畿
内
に
大
和
朝
廷
が
成
立
し
、
多
く
の
諸
国
は
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
四
世
紀
後
半
に
は
朝
鮮
南
端
の
任
那
に
進

出
し
て
い
た
と
い
う
。
宗
像
神
社
沖
津
宮
（
福
岡
県
沖
ノ
島
）
の
岩
上
祭
祀
が
行
わ
れ
だ
し
た
の
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
で
あ
る
。

六
世
紀
ま
で
は
、
大
陸
文
化
の
導
入
は
多
く
は
朝
鮮
半
島
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。
生
命
に
直
接
与
る
医
療
は
、
現
実
上
も
っ
と
も
身
近
で

逼
迫
し
た
学
術
で
あ
り
、
大
和
朝
廷
は
百
済
・
新
羅
・
高
句
麗
に
対
し
積
極
的
な
姿
勢
で
医
薬
知
識
の
供
与
を
求
め
た
。
允
恭
天
皇
三
年
（
四

四
六
か
）
朝
廷
は
新
羅
に
遣
使
し
て
良
医
を
求
め
、
金
武
が
来
朝
し
て
天
皇
の
病
を
療
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
外
国
医
師
渡
来
の
初
出
記
録
で

あ
る
。
ま
た
雄
略
天
皇
朝
（
五
世
紀
後
半
）
に
は
も
と
高
句
麗
人
で
百
済
に
帰
し
た
徳
来
が
朝
廷
の
要
請
に
よ
っ
て
来
日
し
、
徳
来
は
の
ち
の

難
波
薬
師
の
祖
と
な
っ
た
。
倭
の
五
王
の
時
代
で
あ
る
。

と
り
も
な
お
さ
ず
古
来
、
江
戸
初
期
ま
で
の
日
中
医
薬
文
化
交
流
を
語
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
、
江
戸
初
期
ま
で
の
日
本
の
医
薬
文

化
（
学
問
）
の
お
お
か
た
を
中
国
の
そ
れ
に
負
っ
て
き
た
こ
と
を
鑑
れ
ば
、
標
題
は
「
江
戸
初
期
以
前
の
日
中
医
薬
文
化
交
流
史
」
と
換
言
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
「
博
多
を
窓
口
と
し
て
」
と
い
う
副
題
は
蛇
足
に
等
し
か
ろ
う
。
過
去
、
博
多
が
担
っ
て
き
た
役
割
は
そ
れ
ほ
ど
重

い
の
で
あ
る
。
以
下
、
歴
史
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
事
蹟
の
数
々
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。

二
、
黎
明
の
時
代
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継
体
天
皇
七
年
（
五
一
三
か
）
五
経
博
士
が
来
日
。
以
後
、
百
済
か
ら
易
・
暦
・
医
薬
・
礼
楽
な
ど
の
専
門
学
者
が
定
期
的
に
派
遣
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
同
二
十
一
年
（
五
二
七
か
）
筑
紫
の
国
造
盤
井
が
大
和
政
権
に
反
乱
を
起
こ
し
た
が
（
盤
井
の
乱
）
、
翌
年
鎮
圧
さ
れ
、
筑
紫

な
の
つ

み
や
け

は
ま
す
ま
す
大
和
の
統
制
下
に
入
っ
た
。
宣
化
天
皇
元
年
（
五
三
六
か
）
朝
廷
は
博
多
湾
（
那
津
）
を
望
む
地
に
官
家
を
修
造
せ
し
め
、
諸
国

み
や
け

つ
く
し
の
む
ろ
つ
み

の
屯
倉
か
ら
集
め
た
穀
物
を
畜
え
有
事
に
備
え
た
。
こ
の
那
津
官
家
（
い
ま
の
三
宅
か
）
は
筑
紫
館
、
そ
し
て
外
務
官
庁
兼
国
際
迎
賓
館
と

も
い
う
べ
き
鴻
艫
館
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

宣
化
天
皇
三
年
（
五
三
八
か
）
に
は
仏
教
が
伝
来
。
欽
明
天
皇
十
五
年
（
五
五
四
か
）
朝
廷
は
百
済
に
医
博
士
の
交
代
派
遣
と
、
薬
物
の
送

付
を
要
請
し
、
翌
年
、
医
博
士
の
王
有
陵
陀
、
採
薬
師
の
播
量
豊
・
丁
有
陀
ら
が
渡
来
し
た
。
当
時
朝
鮮
半
島
の
上
層
階
級
で
行
わ
れ
た
医

学
な
い
し
は
医
療
制
度
は
、
三
韓
各
国
に
よ
っ
て
特
異
性
は
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
基
盤
は
漢
～
六
朝
の
中
国
医
学
に
負
っ
て
い
た
と
考
え
ら

推
古
天
皇
十
五
年
（
六
○
七
）
聖
徳
太
子
は
小
野
妹
子
を
暗
に
遣
わ
し
、
こ
こ
に
日
中
間
公
式
の
交
流
が
始
ま
っ
た
（
第
一
回
の
遣
晴
使
を
六

○
○
年
と
み
る
む
き
も
あ
る
）
。
翌
年
、
妹
子
は
再
び
暗
に
渡
っ
た
が
、
こ
の
と
き
倭
漢
福
因
が
従
っ
た
。
六
一
八
年
に
は
晴
が
滅
亡
、
唐
朝
が

成
立
し
た
。
日
中
交
流
は
さ
ら
に
濃
密
に
な
っ
て
い
く
が
、
こ
の
動
き
に
深
く
関
与
し
た
医
療
関
係
者
に
薬
師
の
恵
日
が
い
る
。
恵
日
は
徳

来
の
五
世
の
孫
で
、
中
国
に
渡
り
、
推
古
天
皇
三
十
一
年
（
六
二
三
）
福
因
ら
と
新
羅
使
に
随
っ
て
唐
よ
り
帰
国
。
唐
は
法
式
備
定
の
珍
国
で

あ
る
か
ら
常
に
通
う
べ
き
こ
と
を
上
奏
し
た
。
野
明
天
皇
一
年
（
六
三
○
）
恵
日
は
犬
上
御
田
鍬
と
と
も
に
第
一
回
の
遣
唐
使
に
任
ぜ
ら
れ
、

欽
明
天
皇
二
十
三
年
（
五
六
二
か
）
智
聡
が
医
薬
書
を
含
む
経
典
類
計
一
六
四
巻
や
仏
像
・
楽
器
を
携
え
、
来
日
し
た
。
智
聡
は
呉
国
主
の

照
淵
の
孫
と
い
い
、
朝
鮮
経
由
の
帰
化
人
で
は
あ
る
が
、
医
薬
書
は
む
ろ
ん
漢
籍
（
中
国
人
に
よ
る
漢
文
の
害
）
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
こ

れ
が
中
国
医
薬
書
渡
来
の
公
的
初
記
録
で
あ
る
。

れ
る
。

三
、
遣
唐
使
の
時
代
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白
村
江
の
敗
戦
は
、
唐
軍
の
日
本
進
攻
を
予
想
さ
せ
た
。
朝
廷
は
翌
年
筑
紫
の
大
宰
府
近
く
に
水
城
を
築
き
、
以
後
各
地
に
山
城
を
造
り
、

防
衛
体
制
を
固
め
て
い
っ
た
。
西
海
道
の
総
督
府
で
あ
り
、
外
務
政
庁
で
あ
っ
た
大
宰
府
は
こ
の
時
点
で
確
立
し
た
。

遣
唐
使
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
ま
で
一
六
回
派
遣
さ
れ
た
。
は
じ
め
は
二
隻
、
の
ち
四
隻
の
使
船
は
い
ず
れ
も
難
波
津
（
大
阪
湾
）
か
ら

瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
大
津
浦
（
博
多
湾
）
に
入
り
、
天
候
を
ま
っ
て
出
航
し
た
。
当
初
は
壱
岐
ｌ
対
馬
ｌ
朝
鮮
半
島
西
岸
ｌ
山
東
半
島
の
北
路

で
あ
っ
た
が
、
新
羅
と
の
国
交
断
絶
後
は
九
州
南
端
ｌ
南
西
諸
島
ｌ
東
シ
ナ
海
ｌ
揚
子
江
の
南
路
が
採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、

難
破
・
漂
流
の
危
険
度
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
高
か
っ
た
。

大
宝
元
年
（
七
○
一
）
鎌
足
の
子
・
不
比
等
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
大
宝
律
令
の
撰
定
が
完
成
し
た
。
初
期
遣
唐
使
将
来
の
資
料
を
模
範
に

国
家
整
備
す
べ
く
作
ら
れ
た
律
令
で
あ
る
。
令
は
以
前
に
も
近
江
令
、
浄
御
原
令
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
詳
細
不
明
。
養
老
二
年
（
七
一
八
）

に
は
大
宝
律
令
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
養
老
律
令
が
成
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
は
医
事
制
度
を
定
め
た
医
疾
令
が
あ
る
。

当
時
日
本
の
中
央
医
事
官
庁
は
、
中
務
省
に
内
薬
司
と
、
宮
内
省
に
典
薬
寮
が
置
か
れ
た
。
医
学
教
育
は
中
央
で
は
典
薬
寮
に
お
け
る
大

学
、
地
方
で
は
国
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
地
方
で
は
大
宰
府
学
が
も
っ
と
も
大
規
模
で
、
医
師
（
正
八
位
上
）
二
人
が
置
か
れ
、
筑
豊
肥
か

大
化
改
新
で
実
権
を
得
た
中
大
兄
皇
子
（
天
智
天
皇
）
は
斉
明
天
皇
七
年
（
六
六
一
）
斉
明
女
帝
以
下
朝
廷
の
人
々
と
と
も
に
那
大
津
（
博

多
）
に
入
り
、
宮
を
お
い
た
。
先
年
亡
ん
だ
百
済
を
救
援
復
興
す
べ
く
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
戦
う
た
め
で
あ
る
。
斉
明
女
帝
は
同
年
こ
の
地

で
莞
じ
、
翌
々
天
智
天
皇
二
年
（
六
六
三
）
日
本
軍
二
万
七
千
は
白
村
江
に
お
け
る
決
戦
で
惨
敗
を
喫
し
、
撤
退
し
た
。
百
済
滅
亡
に
と
も
な

い
日
本
に
亡
命
し
た
百
済
人
は
少
な
く
な
く
、
彼
ら
は
日
本
の
文
化
向
上
に
寄
与
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
鬼
室
集
信
は
薬
物
学
の
知
識

再
入
唐
し
た
。
同
十
二
年
（
六
四
○
）

た
。
六
四
五
年
の
大
化
改
新
を
経
て
、

良
時
代
に
医
界
を
中
心
に
活
躍
し
た
。

に
も
長
け
て
い
た
。

に
は
高
向
玄
理
・
南
淵
請
安
ら
が
帰
朝
し
、
日
本
に
お
け
る
律
令
制
度
化
へ
の
準
備
を
大
き
く
推
進
し

白
雄
二
年
（
六
五
二
恵
日
は
三
度
目
の
入
唐
を
果
た
し
、
子
孫
は
難
波
薬
師
の
ち
難
波
連
と
し
て
奈
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ら
医
生
が
参
集
し
、
秀
才
者
に
は
居
住
地
が
下
賜
さ
れ
た
。
現
在
、
大
宰
府
跡
か
ら
は
医
薬
関
係
の
記
事
の
あ
る
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。

な
お
大
宰
府
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
鴻
艫
館
跡
（
平
和
台
球
場
）
の
考
古
学
的
発
掘
も
近
年
行
わ
れ
、
医
科
学
的
研
究
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

医
疾
令
に
指
定
さ
れ
た
医
学
教
科
書
は
、
中
国
の
唐
令
（
六
五
一
年
の
永
徽
令
）
に
全
く
準
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
医
生
に
は
『
甲

乙
経
」
『
脈
経
』
『
本
草
（
本
草
経
集
注
こ
「
小
品
方
』
『
集
験
方
」
、
針
生
に
は
「
素
問
」
『
黄
帝
針
経
」
『
明
堂
」
『
脈
決
」
「
流
注
図
」
『
値
側
図
」

「
赤
烏
神
針
経
』
な
ど
が
課
せ
ら
れ
た
。
仕
官
に
は
そ
の
試
験
に
合
格
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

大
宝
律
令
完
成
の
翌
年
（
七
○
二
）
大
津
浦
を
出
航
し
た
粟
田
真
人
ら
の
遣
唐
使
団
に
は
万
葉
歌
人
・
山
上
憶
良
の
姿
も
あ
っ
た
。
慶
雲
四

年
（
七
○
七
）
頃
帰
国
。
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
頃
筑
前
守
と
し
て
大
宰
府
に
下
り
、
翌
々
年
大
宰
帥
と
し
て
赴
任
し
た
大
伴
旅
人
と
知
り
合

い
、
天
平
二
年
（
七
三
○
）
大
宰
府
の
旅
人
宅
で
開
か
れ
た
梅
花
の
宴
に
は
憶
良
も
招
か
れ
、
歌
を
唱
和
し
た
。
憶
良
は
病
苦
を
主
題
と
し
た

作
品
が
多
く
、
帰
京
後
同
五
年
（
七
三
三
）
に
著
し
た
「
沈
洞
自
哀
文
」
か
ら
は
憶
良
の
中
国
医
学
に
関
す
る
知
識
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。

ち
な
み
に
さ
き
の
粟
田
真
人
は
則
天
武
后
の
宴
で
唐
人
に
容
姿
温
雅
な
文
人
と
評
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
そ
の
後
青
と
思
わ
れ
る
粟
田

道
麻
呂
も
入
唐
し
た
ら
し
く
、
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
内
薬
佑
と
な
っ
た
（
七
六
七
年
左
遷
さ
れ
幽
閉
死
）
。

和
銅
三
年
（
七
一
○
）
平
城
京
へ
遷
都
し
、
奈
良
時
代
と
な
っ
た
が
、
こ
の
頃
、
本
草
学
の
分
野
で
は
唐
の
勅
撰
本
草
で
あ
る
「
新
修
本
草
」

（
六
五
九
成
）
が
伝
え
ら
れ
、
新
知
識
が
加
わ
っ
た
（
七
三
一
年
以
前
将
来
）
。
同
書
は
や
が
て
従
来
の
『
本
草
経
集
注
」
に
と
っ
て
か
わ
る
。

天
平
七
年
（
七
三
五
）
と
同
九
年
に
は
都
で
庖
瘡
が
猛
威
を
奮
っ
た
。
と
く
に
後
者
は
激
烈
で
、
「
春
、
疫
瘡
大
発
す
。
初
め
筑
紫
よ
り
来

り
、
夏
を
経
て
秋
に
渉
り
、
公
卿
以
下
、
天
下
百
姓
相
継
い
で
疫
死
す
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
病
源
体
は
舶
来
性
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

国
際
港
は
医
薬
文
化
の
受
け
口
で
あ
る
と
同
時
に
、
皮
肉
に
も
病
源
体
の
受
け
口
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
に
は
鑑
真
一
行
が
難
難
辛
苦
を
越
え
て
来
航
。
鑑
真
ら
は
遣
唐
第
二
船
で
薩
摩
に
着
い
た
が
、
第
一
船
は
安
南

に
漂
着
。
第
一
船
に
乗
っ
て
い
た
大
使
藤
原
清
河
や
阿
部
仲
麻
呂
ら
は
二
度
と
日
本
の
土
を
踏
め
な
か
っ
た
。
鑑
真
は
医
薬
に
通
じ
、
数
々

の
薬
物
を
も
た
ら
し
た
ら
し
い
が
（
第
二
次
渡
航
時
に
は
薬
物
と
し
て
鍔
香
・
沈
香
・
甲
香
・
甘
松
香
・
竜
脳
香
・
胆
唐
香
・
安
息
香
・
桟
香
・
零
陵
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香
・
青
木
香
・
薫
陸
香
・
畢
鉢
・
呵
梨
勒
・
胡
椒
・
阿
魏
・
石
蜜
・
鳶
糖
・
蜂
蜜
・
甘
鳶
を
舶
載
し
た
が
、
海
の
も
く
ず
と
消
え
た
。
「
鑑
真
和
上
東
征

伝
」
）
、
唐
の
楊
上
善
編
注
の
『
黄
帝
内
経
太
素
」
や
「
黄
帝
内
経
明
堂
』
も
こ
の
時
点
で
将
来
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
楊
上
善
の
編
注
は
格

段
に
勝
れ
て
お
り
、
『
太
素
」
は
三
年
後
に
出
さ
れ
た
勅
令
で
医
生
の
最
重
要
テ
キ
ス
ト
に
新
採
用
さ
れ
、
宋
林
億
注
本
が
来
る
ま
で
『
黄
帝

内
経
」
の
第
一
テ
キ
ス
ト
と
し
て
命
脈
を
保
っ
た
。

た
す
く

医
薬
知
識
に
精
通
し
、
当
時
日
中
間
を
往
来
し
て
文
化
交
流
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
羽
栗
翼
の
名
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
・
翼
は

阿
倍
仲
麻
呂
の
従
者
と
し
て
渡
唐
し
た
羽
栗
吉
麻
呂
と
、
唐
の
女
性
と
の
間
に
中
国
で
生
ま
れ
た
。
十
六
歳
の
天
平
六
年
（
七
三
四
）
父
と
弟

か
け
る
翔
と
と
も
に
来
朝
。
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
遣
唐
録
事
と
な
り
、
翌
々
年
入
唐
。
弟
翔
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
遣
唐
船
で
兄
よ
り
さ

き
に
入
唐
し
て
お
り
、
再
び
日
本
へ
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
翼
は
入
唐
の
際
、
不
明
の
鉱
物
を
携
行
し
揚
州
の
職
人
に
鑑
定
さ
せ
て
い
る
。
宝

亀
九
年
（
七
七
八
）
帰
朝
。
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
は
難
波
で
朴
消
の
製
造
を
行
い
、
延
暦
五
年
（
七
八
六
）
に
は
内
薬
司
正
兼
侍
医
と
な
り
、

皇
室
の
医
療
を
担
当
し
た
。
八
世
紀
に
は
こ
の
よ
う
な
人
物
も
い
た
の
で
あ
る
。

医
薬
言
や
人
材
と
と
も
に
、
薬
材
も
盛
ん
に
舶
載
さ
れ
た
。
従
来
、
薬
材
の
国
内
供
給
を
は
か
る
た
め
、
諸
国
に
本
草
の
同
定
品
や
類
似

品
の
供
出
が
求
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
な
お
舶
来
品
に
代
え
が
た
い
薬
物
は
多
く
、
治
療
薬
・
香
薬
等
の
輸
入
品
に
占
め
る
割
合
は
大
き
か

っ
た
。
そ
の
遺
品
に
正
倉
院
薬
物
や
法
隆
寺
伝
来
薬
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
南
海
や
西
域
産
と
推
定
さ
れ
る

も
の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
薬
物
流
通
の
国
際
的
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
都
は
平
安
京
に
遷
り
、
平
安
時
代
に
入
っ
た
。
中
国
と
の
正
式
交
流
が
始
ま
っ
て
す
で
に
二
百
年
近
く
を
経
、
自

国
文
化
確
立
へ
の
意
欲
も
深
ま
り
、
他
の
分
野
と
同
様
、
斯
界
で
は
従
来
の
渡
来
中
国
医
書
を
参
考
に
、
日
本
人
に
よ
る
医
薬
書
の
編
纂
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
平
安
時
代
の
医
学
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。

大
同
三
年
（
八
○
八
）
出
雲
広
貞
は
安
倍
真
直
ら
と
と
も
に
『
大
同
類
聚
方
」
百
巻
を
勅
撰
し
た
が
、
失
伝
。
広
貞
は
『
難
経
」
の
注
解
書

『
難
経
開
委
』
も
著
し
、
あ
る
い
は
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
二
帰
国
の
遣
唐
使
の
情
報
に
基
づ
き
、
薬
方
の
度
量
衡
を
新
訂
し
た
り
も
し
て
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あ
る
。
同
書
の
医
方
家
の
部
に
は
二

書
目
の
子
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
宰
府
天
満
宮
が
造
営
さ
れ
た
。

い
る
。
菅
原
岑
嗣
の
『
金
蘭
方
」
五
十
巻
、
小
野
蔵
根
の
『
集
注
太
素
』
三
十
巻
も
失
伝
し
た
。

延
暦
二
十
三
年
（
八
○
四
）
難
波
津
・
大
津
浦
・
松
浦
郡
田
浦
を
経
て
渡
海
し
た
空
海
は
、
大
同
元
年
（
八
○
六
）
に
は
帰
国
し
て
大
宰
府

の
地
に
あ
っ
た
。
空
海
も
ま
た
医
に
通
じ
て
い
た
。
『
続
日
本
後
紀
」
承
和
元
年
（
八
三
四
）
十
二
月
十
九
日
条
に
引
用
さ
れ
る
空
海
の
上
奏

の
ぞ

文
に
は
『
太
素
」
や
『
本
草
」
の
書
名
が
見
え
、
あ
る
い
は
『
高
野
雑
筆
集
』
に
「
薑
鼓
湯
を
服
さ
ば
除
部
く
こ
と
を
得
む
。
因
っ
て
馳
せ

て
母
薑
・
鼓
・
呵
梨
勤
等
の
薬
を
送
る
」
な
ど
と
あ
る
。

遣
唐
使
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
を
最
後
に
中
断
し
た
。
そ
し
て
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
遣
唐
大
使
に
任
命
さ
れ
た
菅
原
道
真
は
そ
の
停
止

を
進
言
し
、
承
認
さ
れ
て
、
遣
唐
使
の
時
代
は
終
っ
た
。
道
真
は
昇
進
を
重
ね
右
大
臣
と
な
っ
た
が
、
延
喜
元
年
（
九
○
一
）
突
如
と
し
て
大

宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
筑
紫
に
下
り
、
同
三
年
（
九
○
三
）
大
宰
府
で
非
運
の
最
期
を
遂
げ
た
。
墓
地
は
安
楽
寺
と
な
り
、
同
十
五
年
（
九
一
五
）

延
喜
十
八
年
（
九
一
八
）
頃
に
は
深
根
輔
仁
が
「
本
草
和
名
」
を
、
ま
た
承
年
（
九
三
一
～
七
）
初
年
頃
に
は
源
順
が
「
和
名
類
聚
抄
』
を

編
ん
だ
。
そ
こ
で
は
中
国
医
薬
書
を
用
い
、
医
薬
用
漢
語
を
国
語
に
比
定
し
、
実
用
化
す
る
た
め
の
ひ
た
む
き
な
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
遣
唐
使
将
来
の
医
薬
書
が
育
み
咲
か
せ
た
最
大
の
精
華
は
、
丹
波
康
頼
の
『
医
心
方
』
三
十
巻
で
あ
る
。
康
頼
は

帰
化
中
国
人
の
子
孫
と
し
て
の
自
負
も
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
も
あ
っ
た
。
「
医
心
方
』
に
は
そ
の
両
面
が
見
え
る
。
日
宋
時
代
が
来

る
ま
で
、
質
で
も
量
で
も
こ
の
書
を
一
歩
た
り
と
も
凌
ぐ
書
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。

遣
唐
使
廃
止
の
理
由
の
一
つ
は
、
あ
え
て
尼
大
な
費
用
を
用
い
危
険
を
犯
し
て
陰
り
の
さ
し
た
中
国
か
ら
学
ぶ
価
値
が
薄
れ
た
こ
と
に
あ

る
。
事
実
す
で
に
唐
の
主
だ
っ
た
医
書
の
ほ
と
ん
ど
は
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
史
料
に
藤
原
佐
世
の
「
日
本
国
見
在
書
目
録
』
が

あ
る
。
同
書
の
医
方
家
の
部
に
は
一
六
六
部
一
三
○
九
巻
に
及
ぶ
医
薬
害
が
登
載
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
遣
唐
使
が
意
欲
的
に
も
た
ら
し
た
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十
世
紀
初
、
唐
王
朝
が
滅
亡
し
、
九
六
○
年
に
至
り
、
宋
王
朝
が
成
立
し
た
。
九
世
紀
以
降
低
迷
に
陥
っ
た
医
学
文
化
も
、
こ
こ
に
至
っ

て
再
び
開
花
し
、
新
た
な
進
展
を
み
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
日
本
の
医
学
文
化
に
新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

宋
の
文
化
を
語
る
と
き
、
以
前
の
そ
れ
と
条
件
を
画
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
印
刷
本
の
出
現
と
流
布
で
あ
る
。
北
宋
代
に

は
木
版
印
刷
技
術
が
飛
躍
的
な
発
達
を
遂
げ
た
。
北
宋
に
至
る
ま
で
は
医
薬
書
は
す
べ
て
手
写
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
宋
朝
に

入
る
と
皇
帝
や
政
府
高
官
ら
が
医
療
政
策
を
重
視
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
医
薬
書
が
初
め
て
印
刷
物
と
な
り
、
多
種
多
量
の
医
書
が
出
版
物
と

し
て
世
に
出
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
医
学
知
識
の
普
及
と
い
う
面
に
お
い
て
革
命
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
医
書
が
普
及
す
れ
ば
知
識

水
準
は
高
ま
る
。
そ
れ
は
必
然
的
に
い
っ
そ
う
の
発
展
を
促
し
た
。

北
宋
を
代
表
す
る
医
書
に
は
『
太
平
聖
恵
方
』
百
巻
（
九
九
三
、
『
聖
済
総
録
』
二
百
巻
（
二
二
～
八
）
、
「
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
五

巻
の
ち
十
巻
（
二
○
七
～
一
○
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
と
に
「
和
剤
局
方
』
は
以
後
の
中
国
・
日
本
の
医
学
（
薬
物
処
方
）
に
き
わ
め
て
強
い
影

響
を
与
え
、
現
在
に
も
及
ん
で
い
る
。
本
草
害
は
従
来
の
『
新
修
本
草
』
を
核
に
大
幅
な
増
補
が
加
え
ら
れ
、
何
度
に
も
わ
た
っ
て
改
訂
版

が
編
纂
さ
れ
た
。
『
証
類
本
草
」
（
一
○
九
○
年
代
）
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
古
典
医
書
の
校
訂
出
版
で
あ
る
。
一
○
二
七
年
に
は
国
子
監
に
お
い
て
「
素
問
」
『
難
経
」
『
諸
病
源
候
論
』
が
校

刊
さ
れ
た
。
最
も
充
実
し
た
時
期
は
一
○
六
五
～
九
年
で
、
校
正
医
書
局
に
お
い
て
林
億
ら
の
儒
官
が
綿
密
な
作
業
の
も
と
に
『
傷
寒
論
』

『
金
置
玉
函
経
』
『
金
置
要
略
」
『
千
金
方
」
「
千
金
翼
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
「
脈
経
』
『
素
問
』
『
甲
乙
経
』
を
た
て
続
け
に
校
刊
し
た
。
当
時

失
わ
れ
て
い
た
古
典
の
捜
索
命
令
も
国
内
外
に
発
せ
ら
れ
、
『
針
経
（
霊
枢
匡
は
高
麗
か
ら
写
本
が
献
上
さ
れ
、
た
だ
ち
に
校
刊
に
付
さ
れ
た
。

こ
れ
で
お
お
か
た
の
医
学
典
範
が
出
版
物
と
し
て
出
揃
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
も
版
を
重
ね
る
こ
と
南
宋
に
及
び
、
こ
れ
を
背
景
に
医
学

古
典
の
研
究
も
格
段
に
進
ん
だ
。

四
、
日
宋
の
時
代
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宋
王
朝
は
そ
の
後
半
、
西
北
か
ら
侵
入
し
た
異
民
族
の
金
や
蒙
古
に
追
わ
れ
て
中
国
南
半
分
に
撤
退
し
、
南
宋
代
二
一
二
七
～
一
二
七
九
）

と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
代
に
も
医
書
の
編
刊
あ
る
い
は
覆
刊
は
相
次
い
だ
。

日
本
に
お
い
て
は
遣
唐
使
停
止
後
、
延
喜
年
間
（
九
一
○
～
二
三
）
に
は
貿
易
制
限
政
策
が
と
ら
れ
た
が
、
宋
朝
樹
立
後
、
宋
は
財
政
上
、

対
外
貿
易
振
興
を
推
進
し
、
日
本
へ
は
福
建
つ
い
で
湘
江
な
ど
の
宋
商
人
が
頻
繁
に
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
窓
口
は
や
は
り
博

多
で
、
鴻
艫
館
で
未
商
人
の
接
遇
が
行
わ
れ
、
大
宰
府
庁
が
こ
れ
を
管
轄
し
た
。
日
本
側
も
十
一
世
紀
後
半
に
入
っ
て
対
外
貿
易
に
積
極
的

に
な
り
、
当
初
は
高
麗
を
対
象
と
し
た
が
、
十
二
世
紀
後
半
に
な
る
と
直
接
南
宋
と
の
交
易
が
本
格
的
に
開
け
た
。
日
宋
貿
易
と
称
さ
れ
る

も
の
が
こ
れ
で
、
日
本
と
中
国
の
商
船
が
、
そ
れ
ぞ
れ
博
多
港
と
漸
江
明
州
の
寧
波
港
を
往
来
し
た
。

当
時
日
本
の
支
配
者
は
平
清
盛
で
あ
っ
た
。
清
盛
は
弟
の
頼
盛
を
大
宰
府
に
派
遣
し
て
府
庁
機
構
を
統
轄
し
た
。
門
司
関
は
西
海
路
の
要

点
で
あ
り
、
商
船
は
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
大
輪
田
泊
（
兵
庫
）
ま
で
行
き
か
う
よ
う
に
な
り
、
対
宋
貿
易
は
活
況
を
呈
し
、
平
氏
は
財
と
文
化

を
収
め
た
。
日
本
人
が
印
刷
化
さ
れ
た
典
籍
を
目
に
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で
、
摺
本
と
称
さ
れ
た
宋
刊
本
は
中
国
の
最
新
文
化

知
識
の
象
徴
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
学
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。
藤
原
頼
長
は
康
治
二
年
（
二
四
三
）
に
医
薬
記
事
を
含
む
類
書
「
太
平
御
覧
」

一
千
巻
を
入
手
し
、
読
み
進
め
て
い
る
が
、
宋
版
医
薬
害
渡
来
の
確
実
な
記
録
は
、
藤
原
通
憲
の
「
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
」
二
一
五
九
以
前
）

の
『
大
観
本
草
」
二
一
○
八
）
の
著
録
が
初
見
で
あ
ろ
う
。

建
久
三
年
（
二
九
二
）
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
は
次
々
と
宋
版
医
薬
吉
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
の
中
国
で
は

宋
刊
本
の
出
現
に
よ
っ
て
刊
本
（
も
し
く
は
そ
れ
に
基
づ
く
写
本
）
が
主
体
と
な
り
、
旧
巻
子
本
は
た
ち
ま
ち
姿
を
消
し
た
が
、
日
本
で
は
か
っ

て
の
遣
唐
使
将
来
品
に
由
来
す
る
古
巻
子
本
系
の
医
書
と
、
新
渡
来
の
宋
元
版
系
の
医
書
が
、
半
ば
併
存
し
て
行
わ
れ
た
。
従
来
多
大
な
犠

牲
を
払
っ
て
憧
れ
の
唐
か
ら
得
、
学
ん
で
き
た
医
学
典
籍
は
容
易
に
捨
て
が
た
い
重
み
が
あ
り
、
一
方
、
宋
か
ら
の
新
版
も
依
然
と
し
て
手

軽
で
廉
価
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
旧
来
の
唐
医
学
と
新
渡
来
の
宋
元
医
学
の
共
存
、
こ
れ
が
鎌
倉
～
南
北
朝
の
日
本
医
学
の
最
大
の
特
徴

と
い
津
え
”
わ
０
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伝
来
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
金
沢
文
庫
伝
来
の
宋
版
医
書
「
諸
病
源
候
論
』
「
備
急
千
金
要
方
』
『
外
台
秘
要
方
」
「
太
平
聖
恵
方
』
「
楊

氏
家
蔵
方
」
「
図
註
本
草
」
な
ど
も
禅
僧
の
往
来
あ
る
い
は
日
宋
貿
易
に
よ
っ
て
舶
載
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
・

未
か
ら
の
輸
入
品
は
薬
物
に
関
し
て
は
香
薬
類
や
鉱
物
薬
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
内
服
治
療
用
の
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
日
本
か
ら
は
水
銀
・
鹿
茸
・
扶
苓
・
真
珠
・
硫
黄
・
螺
頭
ほ
か
が
輸
出
さ
れ
た
。

平
安
末
期
の
「
長
生
療
養
方
」
（
三
八
四
）
に
は
す
で
に
「
証
類
（
大
観
）
本
草
」
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
源
氏
・
北
条
の
武
士
の
時
代
に

は
武
家
文
化
の
独
自
性
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
宋
文
物
の
強
い
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
医
学
の
新
し
い
担
い
手
は
従
来
の
貴
族
社
会

の
宮
廷
医
か
ら
、
最
新
の
漢
学
を
受
容
し
た
学
僧
、
と
り
わ
け
高
度
な
医
学
知
識
に
長
け
た
僧
医
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
鎌
倉
か
ら
室
町

時
代
に
お
け
る
中
国
医
学
の
受
容
は
、
禅
僧
の
活
躍
な
し
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
儒
学
は
江
戸
初
期
、
藤
原
怪
窩
に
よ
っ
て
禅
宗
か
ら

解
放
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
医
学
に
関
し
て
も
同
じ
で
、
曲
直
瀬
道
三
の
時
代
ま
で
続
い
た
。

永
観
二
年
（
九
八
四
）
青
然
が
北
宋
に
渡
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
成
尋
・
道
元
を
は
じ
め
数
多
く
の
禅
僧
が
入
宋
し
、
未
文
化
を
持
帰
っ
た
。

茶
は
最
澄
が
初
め
て
日
本
に
将
来
し
た
と
さ
れ
る
が
、
明
庵
栄
西
に
至
っ
て
は
『
喫
茶
養
生
記
』
二
一
二
一
）
を
著
し
、
前
代
ま
で
の
丹
薬

思
想
に
代
わ
る
新
し
い
仙
薬
と
し
て
の
茶
と
桑
の
効
用
を
説
い
た
。
同
書
に
引
用
さ
れ
る
典
籍
は
「
太
平
御
覧
」
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大

を
集
め
た
。

名
僧
、
円
爾
弁
円
は
博
多
と
縁
が
深
い
・
博
多
の
円
覚
寺
つ
い
で
謝
国
明
の
邸
宅
に
寓
居
し
て
渡
宋
船
を
待
っ
た
円
爾
は
、
嘉
禎
元
年
（
一

二
三
五
）
船
便
を
得
て
博
多
港
を
出
、
中
国
の
高
僧
に
法
を
学
ん
だ
。
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
帰
国
の
際
に
は
多
数
の
書
籍
を
携
来
し
た
が
、

こ
の
う
ち
に
は
宋
版
医
書
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
（
「
普
門
院
蔵
書
目
録
』
）
。
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
魏
氏
家
蔵
方
」
は
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
ま
た
「
太
平
御
覧
』
な
ど
大
部
の
書
も
あ
り
、
現
在
中
国
か
ら
出
版
さ
れ
世
上
に
流
布
す
る
「
太
平
御
覧
」
の
底
本
（
東
福
寺
所
蔵
）

も
円
爾
将
来
品
で
あ
る
。
帰
国
し
た
円
爾
は
、
大
宰
府
に
崇
福
寺
、
肥
前
に
万
寿
寺
、
博
多
に
承
天
寺
を
開
い
た
の
ち
、
京
・
鎌
倉
で
尊
崇

で
あ
る
。
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鎌
倉
時
代
最
大
の
医
学
全
書
で
あ
る
梶
原
性
全
の
『
頓
医
抄
」
五
十
巻
（
一
三
○
二
～
四
）
と
「
万
安
方
』
六
十
二
巻
（
一
三
一
三
～
二
七
）

も
ま
た
拠
る
と
こ
ろ
の
資
料
は
旧
紗
巻
子
本
系
と
新
渡
来
宋
刊
本
系
の
混
交
で
あ
る
が
、
も
は
や
後
者
の
影
響
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
強
い
。

「
頓
医
抄
』
の
中
心
的
資
料
と
な
っ
た
「
太
平
聖
恵
方
』
は
南
宋
紹
興
十
七
年
（
二
四
七
）
福
建
刊
本
が
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
「
万
安

方
』
の
中
心
的
資
料
と
な
っ
た
「
聖
済
総
録
』
は
元
大
徳
四
年
二
三
○
○
）
刊
本
が
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
『
万
安
方
』

に
お
け
る
『
風
科
集
験
名
方
』
の
引
用
で
あ
る
。
『
風
科
集
験
名
方
」
は
大
徳
十
年
（
一
三
○
六
）
に
版
行
さ
れ
た
医
書
で
、
『
万
安
方
」
が
引

用
す
る
唯
一
の
元
の
著
作
で
あ
る
。
刊
行
後
わ
ず
か
数
年
に
し
て
日
本
の
医
書
に
引
用
さ
れ
た
事
実
は
、
南
宋
が
亡
ん
だ
の
ち
も
、
引
き
続

き
元
と
の
交
易
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
南
北
朝
時
代
を
代
表
す
る
医
書
に
「
福
田
方
」
十
二
巻
二
三
六
三
頃
）
が
あ
る
。
著
者
の
有
隣
も
ま
た
京
都
南
禅
寺
に
住
し
た

禅
僧
で
あ
り
、
同
書
に
は
漢
よ
り
元
に
至
る
約
一
六
○
種
の
文
献
が
引
用
し
て
あ
る
が
、
過
半
は
新
渡
来
の
宋
元
版
に
由
来
す
る
医
薬
書
で

あ
る
。
最
新
医
書
で
は
元
の
至
正
三
年
（
一
三
四
三
）
刊
の
「
世
医
得
効
方
」
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
も
元
か
ら
の
新
た
な
医
書
の
輪

あ
る
。
最
新
医
書
で
は
元
の
至
正
一

入
が
続
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

あ
る
が
、
不
詳
。

文
永
の
役
（
一
二
七
四
）
・
弘
安
の
役
（
一
二
八
一
）
と
二
度
に
わ
た
る
元
冠
は
日
本
を
混
乱
と
恐
怖
に
落
と
し
入
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く

博
多
は
開
關
以
来
の
被
災
地
と
な
り
、
福
岡
の
箱
崎
を
中
心
に
、
博
多
の
町
は
焼
土
と
化
し
た
。
両
役
の
間
、
一
二
七
九
年
に
南
宋
は
滅
亡

し
、
蒙
古
は
元
と
な
り
、
三
百
年
に
わ
た
る
日
宋
関
係
は
終
わ
っ
た
。

末
の
滅
亡
直
後
に
著
さ
れ
た
惟
宗
具
俊
の
「
本
草
色
葉
抄
』
（
一
二
八
四
）
、
惟
宗
時
俊
の
『
医
家
千
字
文
註
」
（
一
二
九
三
）
、
同
じ
く
時
俊

の
「
続
添
要
穴
集
』
（
一
二
九
九
）
な
ど
の
言
は
、
唐
紗
巻
子
本
に
由
来
す
る
書
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
何
種
類
に
も
及
ぶ
宋
刊
医
書
か
ら
の

引
用
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
宋
版
医
薬
書
の
渡
来
は
従
来
相
伝
の
医
書
の
改
訂
を
迫
っ
た
。
こ
れ
ら
惟
宗
氏
の
書
は
こ
の
時
期
、
医
学
典
範

が
旧
紗
巻
子
本
か
ら
新
渡
来
宋
刊
本
に
転
換
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
惟
宗
氏
は
対
馬
宗
氏
の
一
族
と
み
る
む
き
も
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か
ね
な
が

明
は
一
三
六
八
年
に
建
国
し
た
。
太
祖
洪
武
帝
は
当
時
大
宰
府
を
掌
握
し
て
い
た
南
朝
の
懐
良
親
王
を
日
本
国
王
と
み
て
外
交
を
求
め
た

が
、
南
朝
の
劣
勢
を
知
っ
て
、
博
多
の
多
々
良
浜
で
肥
後
菊
池
氏
を
破
り
東
上
し
て
室
町
幕
府
を
開
い
た
足
利
尊
氏
の
孫
義
満
と
も
通
じ
た
。

こ
い
つ
み

義
満
は
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
に
南
北
朝
を
統
一
し
て
幕
府
体
制
を
固
め
た
が
、
渡
明
経
験
に
よ
っ
て
貿
易
の
利
を
悟
っ
た
博
多
商
人
肥
富

の
進
言
を
容
れ
、
応
永
八
年
（
一
四
○
二
肥
富
を
副
使
と
し
た
遣
明
船
を
派
遣
。
こ
こ
に
明
と
の
正
式
交
易
（
朝
貢
貿
易
・
勘
合
貿
易
）
が
始

ま
り
、
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
・
策
彦
周
良
）
ま
で
都
合
一
九
回
に
及
ん
だ
。
遣
明
船
の
主
船
は
兵
庫
を
発
し
、
瀬
戸
内
海
を
西
下
し
て
博

多
湾
に
入
り
、
博
多
で
船
団
を
組
み
、
五
島
に
お
い
て
順
風
を
得
て
東
シ
ナ
海
を
横
断
、
寧
波
の
港
に
着
航
し
た
。
か
く
な
る
経
緯
で
日
明

貿
易
の
前
半
期
は
推
移
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
室
町
政
権
が
弱
体
化
し
た
十
五
世
紀
後
半
以
降
、
西
国
に
勢
力
を
張
り
博
多
商
人
と
結
ん
だ
大

内
氏
と
、
有
力
大
名
で
堺
商
人
と
結
託
し
た
細
川
氏
と
の
間
に
対
明
貿
易
に
お
け
る
利
権
争
い
が
激
烈
化
し
、
つ
い
に
大
永
三
年
二
五
二
三
）

中
国
人
を
巻
き
込
ん
だ
寧
波
の
乱
が
勃
発
し
た
。
こ
れ
を
期
に
遣
明
貿
易
は
厳
し
い
制
限
が
加
え
ら
れ
、
以
後
二
回
の
遣
明
船
は
大
内
氏
が

独
占
し
た
。
大
内
文
化
の
繁
栄
に
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。
こ
う
し
た
情
況
下
で
日
明
貿
易
の
実
体
は
密
貿
易
へ
と
移
行
し
、
日
明
関

禅
宗
は
学
問
・
芸
術
を
包
含
し
、
宋
元
文
化
の
機
軸
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
渡
海
僧
と
来
日
中
国
僧
ら
に
よ
っ
て
そ
の
文
化
は
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
博
多
こ
そ
は
文
化
の
最
先
端
都
市
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

十
五
世
紀
～
十
七
世
紀
初
の
日
明
貿
易
の
時
代
は
日
中
文
化
交
流
の
歴
史
上
、
一
つ
の
大
き
な
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
医
学
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
明
代
に
対
応
す
る
室
町
～
安
土
桃
山
時
代
、
日
本
は
き
わ
め
て
旺
盛
な
意
欲
を
も
っ
て
明
の
医
学
文
化
を
吸
収
し
た
。
江
戸

元
禄
時
代
に
入
る
と
、
清
の
医
書
の
影
響
は
希
薄
に
な
り
、
日
本
の
医
学
は
独
自
化
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
初
期
ま
で

の
明
の
医
学
文
化
受
容
の
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
生
じ
た
現
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
近
世
日
本
漢
方
の
礎
は
日
明
関
係
の
時
代
に
培
わ
れ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
日
明
の
時
代
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係
の
後
半
は
中
国
海
商
を
主
体
と
し
た
い
わ
ゆ
る
大
倭
冠
時
代
へ
入
っ
た
の
で
あ
る
。
薬
材
・
書
籍
を
含
む
密
貿
易
品
は
日
本
の
大
き
な
需

要
を
得
て
中
国
海
商
に
莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
、
日
本
か
ら
は
大
量
の
銀
が
流
出
し
た
。

室
町
時
代
前
期
の
最
先
端
医
学
は
、
明
に
留
学
し
帰
朝
し
た
医
師
た
ち
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
た
。
そ
の
先
駆
け
を
な
し
た
の
は
竹
田
昌

慶
で
あ
る
。
昌
慶
は
太
政
大
臣
藤
原
公
経
の
子
で
僧
籍
に
入
り
、
明
建
国
直
後
の
応
安
二
年
二
三
六
九
）
渡
明
し
、
金
翁
な
る
道
士
に
つ
い

て
医
を
学
び
、
そ
の
娘
を
妻
と
し
二
子
を
儲
け
た
。
洪
武
帝
の
后
の
難
産
治
療
に
効
あ
っ
て
安
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
永
和
四
年
（
一

三
七
八
）
多
量
の
医
薬
害
や
銅
人
形
を
携
え
帰
朝
。
足
利
義
満
に
仕
え
、
法
印
に
昇
進
し
、
医
の
名
家
・
竹
田
家
の
祖
と
な
っ
た
。
江
戸
末
期

に
江
戸
医
学
館
で
覆
刻
計
画
が
進
め
ら
れ
た
宋
版
「
外
台
秘
要
方
」
は
昌
慶
の
将
来
品
で
あ
る
。

僧
医
・
月
湖
は
通
説
に
よ
る
と
、
十
五
世
紀
半
ば
に
渡
明
し
て
銭
塘
で
医
名
を
博
し
、
景
泰
三
年
二
四
五
三
に
「
全
九
集
』
を
著
し
て

当
地
で
版
行
さ
れ
、
三
年
後
に
「
済
陰
方
』
を
著
し
た
と
い
う
。
田
代
三
喜
は
入
明
し
て
こ
の
月
湖
に
李
朱
医
学
を
学
び
、
帰
国
し
て
日
本

に
は
じ
め
て
金
元
医
学
を
伝
え
、
曲
直
瀬
道
三
が
こ
れ
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
。

坂
浄
運
は
南
北
朝
時
代
か
ら
の
医
の
名
家
に
生
ま
れ
、
明
応
年
間
（
一
四
九
三
年
の
第
十
五
回
遣
明
船
か
）
渡
明
。
帰
国
後
「
続
添
鴻
宝
秘
要

抄
」
（
一
五
○
八
）
を
著
し
、
足
利
義
政
・
後
柏
原
天
皇
の
侍
医
と
な
っ
た
。
子
孫
は
吉
田
盛
方
院
家
と
し
て
江
戸
時
代
活
躍
し
た
。

半
井
明
親
は
宮
廷
医
和
気
氏
の
系
で
、
永
正
年
間
（
一
五
○
六
年
の
第
十
六
回
遣
明
船
か
）
に
渡
明
し
、
熊
宗
立
（
時
代
に
ず
れ
が
あ
る
）
に

つ
い
て
医
を
修
め
帰
国
。
在
明
中
、
武
宗
の
病
を
治
し
て
艫
馬
を
下
賜
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
よ
っ
て
鱸
庵
と
号
し
、
後
商
は
歴
代
鱸
庵
を
襲

称
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
官
医
と
し
て
最
高
の
家
格
を
保
っ
た
。

足
利
義
晴
の
侍
医
・
吉
田
宗
桂
（
意
庵
）
は
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
の
第
十
八
回
遣
明
船
で
渡
航
し
、
三
年
後
帰
国
。
同
十
六
年
二
五

四
七
）
の
第
十
九
回
遣
明
船
に
も
前
回
同
行
し
た
策
彦
周
良
と
と
も
に
再
入
明
し
、
三
年
後
帰
国
し
た
。
第
十
九
回
遣
明
船
は
策
彦
を
正
使
と

し
、
最
終
回
と
な
っ
た
遣
明
船
で
、
こ
の
と
き
は
四
隻
に
六
三
七
人
が
乗
船
し
た
。
明
都
北
京
へ
の
上
京
が
許
さ
れ
た
の
は
五
○
人
で
、
宗

桂
も
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
世
宗
に
拝
謁
し
、
世
宗
の
病
の
治
療
を
求
め
ら
れ
効
を
奏
し
た
こ
と
か
ら
「
聖
済
総
録
』
二
百
巻
や
数
々
の
宝
物
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を
賜
り
、
中
国
に
鳴
っ
た
と
い
う
。
長
男
は
豪
商
角
倉
了
以
、
次
男
は
名
医
吉
田
宗
恂
で
あ
り
、
以
後
子
孫
は
大
い
に
栄
え
た
。

以
上
の
ご
と
く
、
渡
明
し
た
医
師
達
は
い
ず
れ
も
中
国
で
名
声
を
博
し
た
と
伝
え
、
皇
帝
・
皇
后
の
療
治
に
卓
効
を
奏
し
て
帰
国
し
た
医

家
は
こ
ぞ
っ
て
法
印
の
位
に
就
き
、
家
系
は
累
世
最
高
格
の
医
家
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
名
声
話
は
あ
く
ま
で
日
本
側
の
資
料
に
拠
る
も
の
で

信
瀝
性
は
期
し
が
た
い
。
要
す
る
に
中
国
は
最
先
端
医
学
の
国
で
あ
り
、
最
高
位
の
医
師
と
し
て
の
立
場
を
確
保
す
る
に
は
、
中
国
の
権
威

が
何
よ
り
も
役
立
ち
、
ま
た
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
の
医
学
は
お
お
む
ね
宋
金
元
医
学
を
引
き
継
ぎ
、
拡
充
し
た
も
の
と
い
え
る
。
金
元
時
代
（
一
二
五
～
一
三
六
七
）
に
は
革
新
的
な
医

学
理
論
の
展
開
運
動
が
あ
っ
た
。
略
言
す
れ
ば
古
典
理
論
の
統
合
ｌ
内
経
理
論
（
陰
陽
五
行
・
運
気
学
説
）
を
も
っ
て
生
理
・
病
理
・
薬
理

を
整
理
し
、
薬
物
学
・
処
方
学
の
治
療
体
系
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
は
伝
統
医
学
に
新
た
な
方
向
性
を
開
く

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
主
導
者
に
、
劉
完
素
・
張
子
和
・
李
東
垣
・
朱
丹
渓
ら
後
世
、
金
元
四
大
家
と
称
さ
れ
る
医
家
が
い
る
。
各

家
は
そ
れ
ぞ
れ
に
学
派
を
な
し
た
が
、
前
二
者
を
劉
張
医
学
、
後
二
者
を
李
朱
医
学
と
総
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
明
代
に
は
こ
の
金
元
の
新

機
軸
を
基
本
と
し
、
そ
の
後
の
経
験
・
研
究
を
加
味
し
た
医
薬
書
が
数
多
く
世
に
出
た
。
劉
純
・
熊
宗
立
・
王
璽
・
虞
傳
・
詳
己
・
李
挺
・

呉
罠
・
葵
廷
賢
・
馬
玄
台
・
張
介
賓
・
李
時
珍
と
い
っ
た
人
々
に
よ
る
著
作
が
影
響
力
を
持
っ
た
。

入
明
医
家
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
知
識
階
級
の
医
師
達
は
、
最
新
の
明
医
学
を
競
っ
て
導
入
し
、
門
派
・
交
流
社
会
内
で
の
普
及
に
つ

と
め
た
。
そ
の
機
運
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
大
永
八
年
二
五
二
八
）
日
本
で
医
学
書
が
初
め
て
印
刷
出
版
さ
れ
た
。
刊
行
者
は
新
興
都
市
堺

の
豪
商
で
医
を
兼
ね
た
阿
佐
井
野
宗
瑞
、
対
象
と
な
っ
た
害
は
熊
宗
立
の
「
医
書
大
全
」
で
あ
る
。
さ
き
に
も
説
い
た
よ
う
に
、
文
化
的
影

響
力
に
お
い
て
書
物
の
出
版
は
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
写
本
に
比
し
て
、
同
じ
も
の
が
同
時
に
複
数
作
れ
る
と
い
う
点
、
数
百
倍

の
情
報
伝
達
力
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
の
医
書
印
刷
に
遅
れ
る
こ
と
と
五
百
年
に
し
て
、
よ
う
や
く
日
本
で
も
医
書
印
刷
文
化
の
萌

芽
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。
『
医
書
大
全
」
の
原
本
は
正
統
十
一
年
（
一
四
四
六
）
福
建
の
建
陽
で
初
刊
さ
れ
、
成
化
三
年
（
一
四
六
七
）
に
重
刊

さ
れ
た
。
出
版
者
は
編
著
者
自
身
の
熊
宗
立
で
あ
る
。
宗
立
は
儒
に
し
て
医
を
兼
ね
、
出
版
事
業
家
で
も
あ
っ
た
。
自
己
の
著
述
を
含
む
多
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種
の
医
書
・
儒
書
を
刊
行
し
、
子
孫
の
熊
氏
一
族
も
福
建
に
お
け
る
屈
指
の
出
版
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
十
五
～
十
六
世
紀
の
日
本
医
学
に

影
響
を
与
え
た
最
大
の
中
国
医
家
で
あ
る
。
福
建
は
日
明
貿
易
の
一
大
拠
点
で
あ
り
、
日
本
に
対
す
る
文
化
的
影
響
は
強
か
っ
た
。
文
化
は

高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
と
流
れ
る
。
熊
宗
立
の
所
業
も
当
の
中
国
よ
り
は
む
し
ろ
日
本
の
医
学
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
医
・
儒
・
出
版
事
業
を
兼
ね
た
職
業
形
態
ま
で
も
が
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
手
本
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ひ
い
て
は
吉
田
宗
恂
や
曲
直

瀬
玄
朔
ら
の
主
導
す
る
活
字
医
書
出
版
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

上
記
の
動
き
と
連
携
す
る
五
山
僧
の
学
術
活
動
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
来
朝
僧
や
留
学
僧
を
中
心
に
鎌
倉
時
代
か
ら
育
ま
れ
て
き

た
五
山
文
学
は
こ
の
頃
燗
熟
の
域
に
達
し
、
そ
の
学
問
は
多
領
域
に
わ
た
り
、
医
学
知
識
に
精
通
す
る
者
も
い
た
。
月
舟
寿
桂
や
谷
野
一
栢

な
ど
で
あ
る
。
月
舟
は
前
述
の
大
永
版
「
医
書
大
全
』
に
賊
を
書
い
た
高
僧
で
、
医
書
に
は
造
詣
が
深
く
、
そ
の
深
遠
さ
は
『
史
記
』
扁
鵲

倉
公
伝
の
標
注
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
新
渡
来
医
書
の
多
く
に
は
熊
宗
立
刊
行
物
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
熊
宗

立
の
影
響
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
月
舟
は
竹
田
昌
慶
の
子
孫
た
ち
や
、
坂
氏
や
、
陳
外
郎
の
名
で
知
ら
れ
る
帰
化
中
国
人
の
子
孫
、
陳

有
年
や
周
晦
ら
の
有
力
医
師
と
太
い
絆
を
持
っ
て
い
た
。
陳
氏
の
祖
の
宗
敬
は
、
元
の
滅
亡
に
伴
い
日
本
に
逃
れ
た
官
僚
（
礼
部
員
外
郎
）
ま

た
医
官
（
太
医
院
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
大
年
は
遣
明
船
で
渡
海
し
て
い
る
。
越
前
朝
倉
氏
の
一
乗
谷
に
住
し
た
一
栢
も
月
舟
と
親
交
を
持
ち
、

医
学
暦
学
に
通
じ
た
。
一
栢
は
朝
倉
氏
の
援
助
を
得
て
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
第
二
の
日
本
印
刷
医
書
「
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
」
を
一

乗
谷
の
地
で
開
版
し
た
。
同
書
も
ま
た
熊
宗
立
の
注
解
か
つ
刊
行
に
な
る
書
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
近
年
一
乗
谷
遺
跡
か
ら
医
言
の
焼
片
が

出
土
し
た
が
、
こ
れ
も
熊
宗
立
の
刊
行
し
た
「
東
垣
十
吉
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

曲
直
瀬
道
三
は
当
時
の
中
国
医
学
（
明
嘉
靖
間
に
行
わ
れ
た
医
学
）
を
日
本
に
導
入
し
、
根
づ
か
せ
た
功
労
者
で
あ
る
。
学
舎
啓
迪
院
を
京

都
に
創
建
し
て
医
学
教
育
活
動
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
時
の
権
力
者
、
足
利
義
輝
・
毛
利
元
就
・
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
ら
の
信
任
を
次
々

と
得
、
そ
の
医
療
を
担
当
す
る
か
た
わ
ら
処
世
の
相
談
役
と
も
な
り
、
千
利
休
な
ど
と
も
親
交
を
結
ん
だ
当
代
一
流
の
文
化
人
で
あ
っ
た
。

代
表
作
「
啓
迪
集
』
八
巻
二
五
七
四
）
は
当
時
の
中
国
医
学
の
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
巻
頭
に
最
終
遣
明
船
の
正
使
を
つ
と
め
た
高
僧
．
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策
彦
周
良
の
題
辞
が
あ
る
。
本
書
は
一
般
に
李
朱
医
学
の
書
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
間
接
的
に
で
あ
っ
て
、
実
は
嘉
靖
ま
で
の
明
二
三
六

八
～
一
五
六
七
）
医
学
の
集
約
と
い
う
ほ
う
が
正
し
か
ろ
う
。
医
学
は
実
用
学
で
あ
り
、
い
つ
の
時
代
も
先
端
情
報
の
導
入
が
望
ま
れ
る
。
「
啓

迪
集
」
に
は
当
時
最
新
の
嘉
靖
版
医
書
の
使
用
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
策
彦
ら
か
ら
遣
明
の
際
得
た
医
書
の
提
供
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
代
三
喜
が
明
よ
り
李
朱
医
学
を
持
帰
り
、
道
三
が
こ
れ
を
承
け
広
め
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
三
喜
の
医
学
と
道
三
の
医
学
と
は

異
な
る
。
道
三
は
三
喜
の
目
賭
し
え
な
か
っ
た
中
国
新
刊
医
書
を
広
く
求
め
研
究
し
、
自
己
の
医
学
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
日
明
貿
易
な

し
に
道
三
の
医
学
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
移
る
と
と
も
に
、
医
学
の
世
界
は
道
三
か
ら
そ
の
養
嗣
子
玄
朔
の
時
代
へ
と
移
っ
た
。
道
三
の
活
躍
し

た
時
代
と
玄
朔
の
そ
れ
と
は
、
今
日
の
医
史
学
上
の
通
念
で
は
ほ
ぼ
同
類
の
も
の
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
一
六
○

○
年
頃
を
境
に
（
つ
ま
り
十
六
世
紀
と
十
七
世
紀
と
で
は
）
医
学
文
化
の
様
相
は
一
変
す
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
活
字
印
刷
技
術
の

伝
来
と
普
及
、
そ
し
て
「
医
学
入
門
」
「
万
病
回
春
」
「
本
草
綱
目
」
と
い
っ
た
嘉
靖
に
か
わ
る
万
暦
新
刊
医
書
の
渡
来
、
さ
ら
に
は
学
問
の

担
い
手
が
禅
僧
か
ら
儒
者
へ
と
移
行
し
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
も
の
歴
史
的
条
件
が
し
か
ら
し
め
た
変
化
と
い
え
る
。

日
本
を
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉
は
明
の
征
服
を
企
て
、
朝
鮮
に
出
兵
し
た
。
文
禄
・
慶
長
の
役
二
五
九
二
～
九
八
）
で
あ
る
。
近
世
博
多
の

基
礎
と
な
っ
た
大
閤
町
割
り
は
朝
鮮
出
兵
を
も
く
ろ
ん
で
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
博
多
は
軍
事
都
市
と
な
り
、
さ
ら
に
肥
前
に
先
端
軍
事

基
地
・
名
護
屋
城
（
東
松
浦
郡
鎮
西
町
）
が
築
か
れ
た
。
文
禄
の
役
で
は
曲
直
瀬
玄
朔
も
毛
利
輝
元
の
療
治
の
た
め
こ
の
地
を
通
っ
て
朝
鮮
に

渡
り
（
一
五
九
二
）
、
翌
年
帰
国
し
て
い
る
。
六
年
に
わ
た
る
朝
鮮
侵
略
は
悲
惨
な
状
況
を
生
み
出
し
た
が
、
一
方
で
侵
略
側
の
日
本
は
略
奪

し
た
李
朝
文
化
の
恩
恵
に
も
浴
し
た
。
医
学
で
は
大
量
の
朝
鮮
版
医
書
の
将
来
と
そ
れ
に
と
も
な
う
活
字
印
刷
技
術
の
導
入
で
あ
る
。

朝
鮮
は
活
字
印
刷
技
術
が
ず
ば
抜
け
た
発
達
を
遂
げ
て
い
た
。
従
来
の
整
版
印
刷
（
木
版
一
枚
刷
）
に
比
べ
る
と
活
字
印
刷
二
字
ご
と
の

組
版
）
は
は
な
は
だ
軽
便
で
あ
り
、
た
ち
ま
ち
わ
が
国
で
は
活
字
印
刷
が
盛
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
中
国
医
書
は
輸
入
言
と
そ

の
写
本
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
当
時
の
舶
来
書
は
極
貴
重
品
で
、
特
殊
な
立
場
で
な
け
れ
ば
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
十
六
世
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紀
前
半
に
わ
が
国
で
整
版
医
書
の
印
刷
が
開
始
さ
れ
た
と
は
い
え
、
手
間
・
費
用
に
対
し
て
需
給
の
関
係
が
成
り
立
た
ず
、
従
来
わ
ず
か
三

点
の
医
書
が
印
刷
化
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
適
正
価
格
の
和
刻
本
医
書
の
需
要
が
頂
点
に
達
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
折
し
も
こ
の
技
術

が
入
っ
た
の
で
あ
る
。
最
近
、
古
活
字
印
刷
の
技
法
は
、
西
洋
き
り
し
た
ん
版
の
継
承
と
み
る
む
き
も
あ
る
が
、
医
書
か
ら
見
る
限
り
、
朝

鮮
活
字
版
技
法
の
強
い
影
響
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
筑
前
・
肥
前
は
国
際
文
化
受
容
の
最
前
線
で
あ
っ
た
。

古
活
字
出
版
の
対
象
は
広
い
分
野
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
振
興
に
学
の
み
な
ら
ず
財
・
政
に
力
を
伸
ば
し
て
い
た
医
師
が
深
く
関
与
し
て
い

た
た
め
、
古
活
字
版
中
で
医
書
の
占
め
る
割
合
は
格
段
に
高
か
っ
た
。
慶
長
～
寛
永
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
古
活
字
版
医
書
の
版
種
は
二
百

を
下
る
ま
い
。
し
か
も
そ
の
大
半
は
中
国
新
刊
書
に
よ
る
翻
印
で
あ
っ
た
。
こ
の
活
版
印
刷
が
中
国
医
学
文
化
の
受
容
に
果
た
し
た
役
割
は

き
わ
め
て
大
き
く
、
江
戸
時
代
の
日
本
医
学
を
醸
成
す
る
母
体
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

寛
永
末
年
（
一
六
四
四
）
中
国
で
は
明
朝
が
亡
び
、
満
州
族
清
朝
の
支
配
と
な
っ
た
。
そ
の
前
後
、
明
末
清
初
の
戦
乱
を
避
け
、
あ
る
い
は

清
朝
へ
の
服
従
を
拒
否
し
て
明
の
遺
民
が
次
々
と
日
本
に
亡
命
し
た
。
そ
の
う
ち
に
は
、
王
鍵
南
・
王
寧
宇
・
馬
栄
宇
・
独
立
性
易
・
陳
明

徳
・
何
欽
吉
と
い
っ
た
江
戸
の
日
本
医
学
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
遺
し
た
人
々
も
い
た
。

明
の
完
全
滅
亡
に
先
立
つ
寛
永
十
六
年
二
六
三
九
）
徳
川
家
光
は
い
わ
ゆ
る
鎖
国
政
策
を
確
立
。
オ
ラ
ン
ダ
・
渭
国
・
朝
鮮
を
除
く
外
国

と
の
通
交
を
断
ち
、
貿
易
港
は
長
崎
一
港
に
限
っ
た
。
博
多
は
長
き
に
わ
た
っ
た
対
外
第
一
の
窓
の
座
を
長
崎
に
譲
る
。

す
で
に
紙
面
は
尽
き
た
。
以
後
の
歴
史
は
奥
村
武
氏
の
特
別
講
演
Ｉ
に
お
い
て
私
自
身
学
び
た
い
と
思
う
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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